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11
月
３
日
、
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
「
わ
き
愛
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
な
が
ら
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪

れ
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
行
っ
た
ス
テ
ー
ジ
前
で
の
花
の
苗
の
無
料
配

布
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
用
意
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
苗
は

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
の
、
小
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は
中
止
に

な
っ
た
が
、和
木
紅
鴉
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
皮
切
り
に
、

大
道
芸
、
四
境
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
る
演
奏
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
Ｉ
Ｋ
Ｂ
♡
48
の
が
ん
検
診
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
、
多
彩
な
催
し
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

親
子
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
、「
ち
び
っ
こ
相
撲
」
や
「
よ
ち

よ
ち
赤
ち
ゃ
ん
よ
ー
い
ド
ン
」
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た

が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
福
祉
バ
ザ
ー
や
飲
食
店
な
ど
の
多
く
の
店

の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、
中
で
も
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で

優
勝
し
た
「
黒
タ
ン
タ
ン
」
は
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

例
年
、
大
人
気
の
北
海
道
恵
庭
物
産
展
に
は
、
新
鮮
な
じ
ゃ
が

い
も
や
新
巻
鮭
な
ど
を
求
め
て
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

　

豪
華
賞
品
が
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
で
は
、
米
本
町
長
や
中

礒
実
行
委
員
長
が
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に

大
き
な
歓
声
と
た
め
息
が
上
が
り
会
場
が
ど
よ
め
い
た
。

　

雨
の
中
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）
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Ｑなぜ、平成25年10月分からの年金額が下がった
のですか？
Ａ現在の年金額は、平成12年度から平成14年度にか
けて、物価下落にもかかわらず、年金額を据え置
いたことで、法律が本来想定している水準よりも
2.5％高い水準となっています。そのため、平成
24年の法改正で、現役世代（将来の年金受給者）
の年金額の確保につなげ、世代間の公平を図るた
めに、平成25年10月分以降としてお支払いする年
金額は、４月から９月までの額から、マイナス
1.0％の改定が行われます。

Ｑいつの年金支払いから適用されますか？
Ａ改定後の年金については、平成25年12月（10月
分、11月分）からのお支払いとなります。

Ｑ新しい年金額のお知らせは、いつ送付されますか。
Ａ改定後の年金額は、年金額改定通知書でお知らせ
します。年金額改定通知書は、年金振込通知書と
一体となったお知らせ（ハガキ）で12月４日以降
に日本年金機構から、順次、年金受給者に送付さ
れます。
問合せ　岩国年金事務所（☎24－2222）
　　　　保健福祉課　（☎52－2195）

●交通事故などで治療を受けるときは
　交通事故など、第三者の行為によってケガをした場合
でも、保健福祉課へ届け出ることにより、国民健康保険
を使って治療を受けることができます。
　本来は加害者が治療費を負担するもの（自賠責保険な
ど）ですので、国民健康保険が一時的に立替払いをし、
後日、加害者に請求します。
　交通事故などにあわれたときは、示談の前に必ず保健
福祉課に連絡し、届け出てください。示談で済ませると、
給付費を返還していただく場合などもあります。
届出に必要なもの
　○被保険者証
　○印かん
　○交通事故証明書（人身事故のもの）
●特定健診は受診しましたか？
　保健相談センターでの集団健診を受診されなかった方
には、特定健康診査受診券をお送りしています。
　和木町及び岩国市内の医療機関で受診することができ
ます。
　まだ受診されていない方は、ご自身の健康状態を確認
するためにも、ぜひ特定健診をご利用ください。
　受診券の有効期限は、平成26年３月31日です。
問合せ　保健福祉課（☎52－2195）

年金額改定に関するＱ＆Ａ 国保被保険者の方へ

交通安全対策「ゾーン３０（さんじゅう）」
「ゾーン３０」とは、生活道路が集積している区域を「ゾーン」として設定し、区域内道路を３０ｋｍ／ｈに制限した
り、車の速度を抑制するなど、歩行者や自転車の安全確保を優先する交通事故防止対策を行うことです。
「ゾーン３０」は、各警察署が候補地を選定し、全国各地で約３,０００箇所を目標に整備が進められています。和木
町では、岩国警察署、和木町、山口県が協力し、区域入口に規制標識、路面標示を設置し、ゾーン３０区域を表示して
います。区域内には小学校、中学校があり、通学路が含まれています。制限速度を守り、悲惨な交通事故がないように
しましょう。
規制区域　和木地区の２エリアにおける生活道路（下図の太枠内）
※国道２号線を含む白破線区間（下図）は規制対象外です。

問合せ　
　企画総務課
　　　　（☎５２－２１３６）
　岩国警察署交通課
　　　　（☎２４－０１１０）

設置標識等設置例

大
和
橋

栄
橋小　瀬　川

和木町役場

和木中学校

郵便局

和木小学校

区域①区域②

和木町コミュニティ
センター

国
道
２
号
線

あけぼの橋あけぼの橋
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司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

及
び
相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会

行

政

相

談

面

接

相

談

特
設
人
権
相
談
所

紛
争
自
主
解
決
支
援
セ
ミ
ナ
ー

生

改

連

朝

市

社
会
保
険
料
納
付
証
明
書

新
年
度
保
育
所
入
所
児
募
集

各
種
お
知
ら
せ

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か

ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
12
月
19
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

急
増
す
る
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
等
を
は
じ
め
と
し
た
職

場
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
・
防
止
す
る
た
め
、

事
業
主
・
労
務
管
理
者
担
当
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼
1
月
27
日
㈪
13
時
〜
16
時
30
分

場　

所
▼
山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

演　

題
▼
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
事
件
の
法
律
問
題

と
実
務
的
対
応

講　

師
▼
弁
護
士　

林
宏
信

参
加
費
▼
無
料

※
要
事
前
申
し
込
み
、
先
着
１
８
０
人

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
総
務
部
企
画
室

（
☎
0
8
3
ー
9
9
5
ー
0
3
6
5
）

日　

時
▼
12
月
9
日
㈪
9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金

銭
の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣

間
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

☎
52
ー
2
1
9
5
）

実
施
日
時
▼
1
月
11
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1

相
談
内
容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な

ど
の
相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手

続
の
ご
説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け

て
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨
に
関
す

る
当
日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当　

石
丸

（
☎
0
8
3
4
ー
32
ー
9
8
6
1
）

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
12
月
5
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の

保
護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

　

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

は
確
定
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
際
に

添
付
す
る
「
社
会
保
険
料
納
付
証
明
書
」

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
】
平
成
25
年
中
（
1
月
1
日
〜
12
月

31
日
）
に
納
め
た
保
険
料

【
送
付
時
期
】
平
成
26
年
1
月
下
旬

　

納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
保
険
料
は
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た

も
の
に
限
り
ま
す
。（
年
金
天
引
き
さ
れ
た

保
険
料
は
各
年
金
保
険
者
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
「
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載

さ
れ
ま
す
）

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

受
付
期
間
▼
平
成
26
年
1
月
10
日
㈮
〜

2
月
7
日
㈮

受
付
場
所
▼
新
規
入
所
は
役
場
住
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
て
受
付
。
継
続
入
所
は
和
木

保
育
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

入
所
資
格
▼
児
童
の
保
護
者
、
同
居
の
親

族
、
そ
の
他
の
者
が
、
就
業
、
病
気
等

の
理
由
で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。

注
意
点
▼
多
数
の
入
所
申
し
込
み
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
の
定
員
を
超

え
る
入
所
希
望
が
あ
っ
た
際
は
、
選
考

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

入
所
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
は
「
広

報
わ
き
1
月
号
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

※
保
育
所
で
の
保
育
は
平
成
23
年
4
月
2

日
以
降
に
出
生
さ
れ
た
児
童
が
対
象
で

す
。
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
幼
稚
園

で
教
育
・
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
こ
ど
も
担
当
室

（
☎
52
ー
2
1
9
4　

内
線
2
0
7
）

日　

時
▼
12
月
10
日
㈫　

9
時
〜

場　

所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

住
居
・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援

確
認
し
ま
し
ょ
う
最
低
賃
金

工
業
統
計
調
査
を
実
施

大
学
等
の
修
学
資
金
に

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て
サ
ロ
ン「
た
ん
ぽ
ぽ
」

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

製
造
業
事
業
者
を
対
象
と
し
た
工
業
統

計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
基
準
日
▼
12
月
31
日
㈫

対　

象
▼
製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
方
法
▼
12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
、

調
査
員
が
各
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
総
合
企
画
部

統
計
分
析
課
商
工
労
働
統
計
班

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
6
5
4
）

　

ま
た
は
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

次
の
方
を
対
象
に
、
大
学
等
の
修
学
資

金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
（
県
・
市
町
中

小
企
業
勤
労
者
小
口
資
金
貸
付
制
度
）
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者
▼

　

中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
居
住
し
、
同

一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
続
し
て
い
る
方

貸
付
限
度
額
▼
3
0
0
万
円

償
還
期
間
▼
10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間

中
で
4
年
以
内
の
措
置
可
）

貸
付
利
率
▼
年
１
・
８
％
（
別
に
保
証
料

が
必
要
）

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
に
当
た
っ

て
は
審
査
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親
子

同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼

　

幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

日　

時
▼
12
月
17
日
※
毎
月
第
3
火
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
和
木
2
丁
目
第
3
集
会
所

（
山
の
手
集
会
所
）

参
加
費
▼
1
0
0
円
（
1
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
の
保

存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方

※
所
得
税
の
申
告
が
必
要
で
な
い
方
も
、

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
記
載
す
る
内
容

　

売
上
な
ど
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
取
引
の
年
月

日
、
売
上
先
、
仕
入
先
そ
の
他
の
相
手
方

の
名
称
、
金
額
、
日
々
の
売
上
・
仕
入
れ
・

経
費
の
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。

　

記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
取
引

ご
と
で
は
な
く
日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と

め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記

載
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
帳
簿
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳

簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳

簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
・
領
収
書
等
の

書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
0
1
1
1
）

受
験
資
格
▼
中
学
校
卒
業
（
見
込
含
）

　
　
　
　
　

17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間
▼
平
成
26
年
1
月
10
日
㈮
ま
で

一
次
試
験
▼
平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

二
次
試
験
▼

　

平
成
26
年
2
月
1
日
㈯
〜
2
月
4
日
㈫

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

　

離
職
に
よ
っ
て
住
居
に
お
困
り
の
方
や
、

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
ず（
ま
た
は
受
給
を

終
了
し
て
）
休
職
中
の
生
活
費
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
支
援
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。い
ず
れ
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
対
象
者

の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
左
記
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
手
当

　

山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
合
支
援
資
金
貸
付

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
訓
練
、
生
活
支
援
給
付

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

問
合
せ
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

最
低
賃
金
に
は
都
道
府
県
ご
と
の
「
地

域
別
最
低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産
業
に
適

用
さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」

が
あ
り
ま
す
。
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め

て
お
り
、
使
用
者
（
事
業
主
）
は
、
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
山
口
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

●
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業
、

非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延
業
、
非
鉄

金
属
素
形
材
製
造
業
最
低
賃
金

　

時
間
額
8
3
3
円
（
12
月
15
日
改
定
）

●
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
最
低
賃
金

　

時
間
額
7
6
0
円
（
12
月
15
日
改
定
）

●
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　

時
間
額
8
0
6
円
（
12
月
15
日
改
定
）

●
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
１
０
円
（
本
年
改
定
な
し
）

　

詳
し
い
こ
と
は
山
口
労
働
局
ま
た
は
労

働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局

（
☎
0
8
3
ー
9
9
5
ー
0
3
7
2
）

　

岩
国
労
働
基
準
監
督
署（

☎
24
ー
1
1
3
3
）

山
口
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
7
0
1
円

　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
10
日
改
定
）
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429

放課後子ども教室
「わきあいキッズ」活動報告
放課後子ども教室
「わきあいキッズ」活動報告 母

の
会
「
交
通
安
全
」
を

呼
び
か
け

青
少
年
問
題
協
議
会
・
研
修
会

母
の
会
「
交
通
安
全
」
を

呼
び
か
け

　10月19日に、宮島で森林の自然観察（指導者：
村本正治さん、村本禎子さん）を行い、保護者や
高校生のボランティアも含め約50人の参加があり
ました。
　自然とふれ合う体験活動は、子どもたちにとっ
て大変貴重な体験になりますが、このような体験
活動ができるのも、地域の皆さんのおかげです。
ありがとうございます。

 　

和
木
町
交
通
安
全
母
の
会
（
和
木

町
婦
人
会
・
西
田
敏
子
会
長
）
で
は
、

毎
年
、
町
内
に
居
住
さ
れ
る
高
齢
者
の

方
々
を
訪
問
し
、
交
通
事
故
防
止
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
支
部
（
水

野
真
澄
支
部
長
）
で
は
、
岩
国
警
察
署

員
と
と
も
に
、
瀬
田
地
区
の
お
宅
を
訪

問
し
ま
し
た
。
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
や
標

語
入
り
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を

手
渡
す
と
と
も
に
、
交
通
安
全
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

青
少
年
問
題
協
議
会
・
研
修
会

　

11
月
18
日
、
文
化
会
館
で
青
少
年
問

題
協
議
会
（
米
本
正
明
会
長
）
が
開
催

さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
後
の
研
修
会
で
は
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
時
代
の
子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
・
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
」
と

題
し
K
D
D
I
株
式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環

境
推
進
室
の
大
久
保
輝
夫
部
長
に
ご
講

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害
の
現
状
を
も

と
に
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
家
庭
で
の
ル
ー

ル
作
り
等
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ

き
、
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え

る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

日　時　平成26年１月12日（日）
場　所　和木町文化会館
日　程　10：30　受付開始
　　　　11：00　式典・記念撮影
　　　　12：00　アトラクション
　　　　13：00　終了予定
　式典・写真撮影は、保護者及び一般の方も
入場できます。新成人の門出をともにお祝
いいただけたらと思います。
問合せ先　和木町教育委員会　☎53－3123

宮島
自然観察

5



石井光太著
伊集院静著
京極夏彦著
安部龍太郎著
角田光代著
新野剛志著
久坂部洋著
新堂冬樹著
澤田ふじ子著

ダン・ブラウン著　越前敏弥訳

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆ゆずのね　1997-2007/ゆず
☆Love Ballad /May J.
☆GENERATIONS

/ GENERATIONS from EXILE TRIBE
☆浮き名/椎名林檎
☆和義/斉藤和義
☆ROCK /木村カエラ
☆LOVE /嵐
☆トンイ　オリジナル・サウンドトラック
☆アートポップ/レディー・ガガ
☆アヴリル・ラヴィーン/アヴリル・ラヴィーン

＜一般書＞
『蛍の森』
『ノボさん　小説正岡子規と夏目漱石』
『書楼弔堂　破暁』
『五峰の鷹』
『私のなかの彼女』
『カクメイ』
『悪医』
『逃亡者』　
『虹の見えた日　公事宿事件書留長』
『インフェルノ　上・下』

12月の休館日

4 6
11

71 2
9

3
10
17 18 19

23 24 25 26 27 28
29 30 31
22

20 21

5
13 14

15 16
128

日　時　12月21日（土）１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　1F　集会室
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

クリスマススペシャルおはなし会

読書感想画コンクール受賞者（敬称略）

ショロウトムライドウ ハギョウ

林
はやし

木林
きり ん

詩人・童謡詩人

写真詩人・絵本作家

童話作家・作詞家

ことば遊び作家

女流オヤジギャグ作家

山口県出身。東京在住。自作の詩を自身の朗

読で競い合う「詩のボクシング」全国大会で

優勝。現在は、詩を中心に、童謡、言葉遊び、

絵本、作詞などの創作のほか、各メディアで

の自作詩の朗読、写真詩「フォトノハ」、動

く詩「ポエムービー」など、詩と言葉の仕事

や活動に広く携わる。

林木林 作 内田かずひろ 絵
偕成社

林木林 作 西村敏雄 絵
佼成出版社

金賞：岩﨑栄介（４歳）　竹内成透（３年）
銀賞：新谷紅葉（４歳）　大原　凛（１年）
銅賞：井上璃美（４歳）　相川佳穂（６歳）
　　　安原心結（１年）　松井史門（４年）
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毎
年
、
12
月
か
ら
3
月
頃
に
か
け
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。
突
然
の

38
度
以
上
の
熱
に
頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、

全
身
の
倦
怠
感
な
ど
を
伴
う
の
が
特
徴
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
潜
伏
期
間
が
短

く
感
染
力
が
強
い
の
で
、
流
行
が
始
ま
る

と
一
気
に
感
染
者
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
体
内

に
入
れ
な
い
た
め
に
、
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
発
症
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

感
染
に
は
、
大
き
く
分
け
て
ふ
た
つ
の

経
路
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
人
の
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
鼻

や
口
か
ら
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
。
二
つ

目
は
、
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で

手
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
口
や
目
な
ど

の
粘
膜
か
ら
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
鼻
と
口
を
押
さ
え
る

こ
と
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
後
や
食
事
の
前

な
ど
は
手
を
洗
う
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
可

能
性
が
あ
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
体
内
へ
の
侵
入
を
完
全
に

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
と
十
分
な
睡
眠
、

体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
る

こ
と
で
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
年
も
あ
と
1
箇
月
で
す
。
何
か

と
気
ぜ
わ
し
い
年
末
で
す
が
、
体
調
を
く

ず
さ
ず
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザせ

き

「おはよう」「ただいま」など、おとなから積極的に
あいさつをしましょう。

（和木町母子保健推進協議会）

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

「家族のふれあいを大切にしましょう」

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認してみ
ましょう。受け忘れている予防接種がある場合は、
お子さんの体調が良い時に早めに医療機関で受けら
れることをお勧めします。
また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接種や
麻しん風しん予防接種第２期は受けましたか？実施
期間は３月末までですが、少しでも早く免疫を獲得
し、お子さんや町の健康づくり、感染
症予防のために、冬休みなどを利用し
て２月までに受けることをお勧めしま
す。期間を過ぎた場合、有料になりま
すのでご注意ください。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

受け忘れている
予防接種はありませんか？

受け忘れている
予防接種はありませんか？

実施期間　平成２６年２月２８日㈭まで

※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓､腎臓また
は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度
の障害のある人、またはヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生活が不可能な程度の
障害のある人は接種できます。
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種

対　　象　　者

中学３年生と高校３年生の希望者

65歳以上の希望者※

65歳以上の生活保護世帯

自己負担額
無料
1050円
無料

各学年時に接種が必要な予防接種の対象者
平成25年度

二 種 混 合

麻しん風しん
（第２期）

小学６年生
（平成１３年４月２日～

平成１４年４月１日生まれ）
年長児
（平成１９年４月２日～

平成２０年４月１日生まれ）
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行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

1歳 6ヶ月児健診

3歳児健診

プレイルーム

すくすく計測相談会

プレイルーム

妊婦さんのつどい★

プレイルーム

赤ちゃんのつどい★

12：45～ 13：00

10：00～ 15：00

13：30～ 14：30

10：00～ 15：00

10：00～ 12：00

10：00～ 15：00

 9：30～11：30

保健相談センター

12月18日㈬

19日㈭

26日㈭

9日㈭

10日㈮

　★は申込みが必要です。

平成24年7月～8月生まれ

平成23年1月～2月生まれ

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

乳児とその保護者の方

（12月16日～1月15日）

●作り方
①下準備
木綿豆腐…２㎝角に切る。
ざるに入れ、水をきっておく。
にんにく・しょうが…みじん
切り。
青ねぎ…小口切り。
ⓐ…あわせておく。

②炒める
テフロン加工のフライパンを熱する。ごま油をしき、にんに
く、しょうがを入れる。香りが出たら、ひき肉を入れて、炒
める。肉の色が変わったら、ⓐを加える。

豆腐を加え、ひと煮立ちしたら、水溶き片栗粉を加えて、と
ろみをつける。青ねぎを加え盛り付ける。

（１人分エネルギー１５６キロカロリー）

麻婆豆腐に牛乳が加わることで、とてもまろやかにな
ります。

（和木町食生活改善推進協議会　６班）

木綿豆腐…………………400g
ごま油…………………小さじ1
にんにく………………1/2カケ
しょうが………………1/2カケ
豚ひき肉…………………100g
青ねぎ…………………2～3本
　　片栗粉……………大さじ1
　　水…………………大さじ2

まろやか麻婆豆腐（材料４人分）
12月

　豆板醤……小さじ1/2～１
　みそ………………小さじ2
　しょうゆ…………小さじ2
　酒…………………大さじ1
　鶏ガラスープ……小さじ2
　牛乳……………1/2カップ

ⓐ

助成額　３,０００円
※助成券を使っても無料にはなりません。
※助成を受けるためには、保健相談セン
ターで接種前に申請手続きが必要です。
問合せ　保健相談センター

　　　　（☎５２－７２９０）

乳がん検診について乳がん検診について
　２５年度の乳がん検診を申
込まれた方には、５月に受診
券つき通知書を配布していま
す。４０歳以上の女性（平成
２５年４月１日時点）で申し
込みをしていない方は、保健相談センターにご
相談ください。平成２６年３月３１日までが受
診券の有効期限です。受けそびれないように２
月末までに、医療機関で検診を受けてください。
（検査可能な医療機関は、通知書に記載）

◎自己負担は米軍再編に伴う、空母艦載機の移
転計画による再編交付金が交付される間は無
料です。
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片
岡
紀
子
さ
ん
（
弓
道
）
準
優
勝

岩
国
リ
ー
グ
６
年
生
お
別
れ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル「
中
洋
杯
」

第
32
回
清
流
線
少
年
少
女
親
睦
球
技
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

第
７
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
山
口
県
予
選

２
０
１
３
年
度
岩
国
リ
ー
グ

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

　

10
月
27
日
、
山
口
県
弓
道
場
で
開
催
さ
れ

た
弓
道
競
技
で
、
個
人
女
子
の
部
に
出
場
し

た
和
木
町
体
育
協
会
弓
道
部
の
片
岡
紀
子
四

段
（
和
木
5
丁
目
）
が
準
優
勝
し
た
。

　

今
大
会
よ
り
、
市
部
・
郡
部
の
枠
が
な
く

な
り
、
参
加
者
全
員
で
の
競
技
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
競
う
中
で

の
準
優
勝
は
、
価
値
あ
る
も
の
で
す
。
今
後

と
も
、更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
和
木
町
体
育
協
会
）

優　

勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
10
月
20
日

岩
国
高
校
広
瀬
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

準
優
勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
11
月
4
日

　

蜂
ケ
峯
総
合
運
動
公
園

優　

勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
11
月
23
日

下
関
市
長
府
グ
ラ
ン
ド

　

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
2
回
戦
か

ら
登
場
し
、
3
試
合
を
勝
ち
抜
き
決
勝
へ
進

出
。
岩
国
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
大
勝
し
、
来
年

3
月
28
日
〜
30
日
に
北
九
州
市
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
2
年
連
続
で
出
場
す
る
。

優　

勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
11
月
3
日

　

岩
国
市
立
中
洋
小
学
校

総
合
優
勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
13
勝
0
敗
）

【
個
人
賞
】

最
優
秀
選
手
賞
▼

　

津
島
孝
志
君
（
和
木
小
6
年
）

最
優
秀
投
手
賞
▼

　

松
並　

陵
君
（
和
木
小
6
年
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
▼

　

村
岡
拓
人
君
（
和
木
小
6
年
）

コースに逆らわず見事に右打ちする津島君（右）・意表をつくチェンジアップを
投げる松並君（中）・最善のバウンド位置で好捕する村岡君（左）

日　

時
▼
1
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰

　

10
時
〜
18
時
（
12
日
は
〜
16
時
ま
で
）

場　

所
▼
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ（

和
木
美
術
館
）

内　

容
▼
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
に
よ
る
写

真
展
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
！

料　

金
▼
入
館
無
料

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

　
　
　
　
（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

日　

時
▼
1
月
11
日
㈯　

9
時
開
会

会　

場
▼
中
学
校
体
育
館

対　

象
▼
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

定　

員
▼
40
人
（
先
着
順
。
12
月
9
日
か

ら
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
）

課　

題
▼
自
由

申
込
書
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
▼
12
月
20
日
㈮

※
広
島
県
立
観
音
高
校
書
道
部
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
（
9
時
10
分
〜
）。

一
般
の
方
も
無
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

第
50
回 

二
科
会
山
口
支
部
写
真
展

第
61
回 

全
国
二
科
写
真
部
展

和
木
町
新
春
書
初
め
会

参
加
者
募
集

和
木
町
新
春
書
初
め
会

参
加
者
募
集
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アンケートをお願いする対象

和木町では、平成27年から始まる

に向けた、準備を進めています

●みなさんの教育・保育に関するアンケート調査にご協力ください 

　和木町では、平成27年４月から施行される「子ども・子育て支援法」に基づき、平成26年に
「和木町子ども･子育て支援事業計画（仮称）」をつくり、新制度の下で教育・保育サービスの
充実に努めます。
　つきましては、皆様の教育・保育の利用希望、生活スタイルや子育て支援に関するご要望、
ご意見などをうかがい、今後５年間のサービス量の予測や、和木町に必要な子育て支援を検討する
ために、今冬にアンケート調査を実施いたします。
　アンケートが配布されましたご家庭におきましては、ぜひとも、ご協力いただきますよう、
お願いいたします。 

第 1回子ども・子育て会議を開催
　11月26日、文化会館講習室において、第1回和木町子ども・子育て会議を開催しました。会議には子育て
当事者である、小学校・幼稚園PTA、保育所父母の会の皆さまをはじめ、子育てに関係の深い団体の皆さま
に参加していただきました。
　町長から11名の委員に委嘱状が交付され、町長は「これからの和木町における、子ども・子育てに関する
有効な施策を推進できますように、委員の皆様が各分野で培われました専門性や、日頃お子さんと接してい
る経験を基にした、貴重なご意見を賜りたい」とあいさつ。
　会議では、子ども・子育て支援新制度について、子ども・子育て支援事業計画や
ニーズ調査票について等の審議が行われました。
　第2回会議は平成26年1月下旬に開催される予定です。

回答方法

・小学生以下のお子さんがいらっしゃるご家庭にお願いします 

・郵送でアンケートが届いた場合は、同封の封筒に入れてご返送
　ください（切手不要）
・小学校、幼稚園、保育所を通じてアンケートの配布があった場
　合は、各施設に提出してください 



子ども・子育て新制度のポイント子ども・子育て新制度のポイント子ども・子育て新制度のポイント子ども・子育て新制度のポイント

新たな制度の目的 和木町の現在の取り組み

幼稚園・保育所はどうなるの？ 「認定こども園」ってなに？

入園・入所などの手続きは？

子どもを産み、育てやすい社会をめざして成
立した制度です。

１．質の高い幼児期の学校教育・保育の
　総合的な提供
２．保育の量的拡大・確保
３．地域の子ども・子育て支援の充実

地域の保育需要等を踏まえ、「和木町子ど
も・子育て支援事業計画」をつくります。
関係者の意見を聴くため、「和木町子ども・
子育て会議」を設置しています。
子どもたちも『夢・希望・誇り』を持って暮
らせるまちの実現をめざしています。

既存の「幼稚園」「保育所」は、そのままの
場合もあれば、幼児教育と保育を一体的に提
供する「認定こども園」へ移行する場合もあ
ります。

「質の高い幼児期の学校教育・保育の総
合的な提供」という新制度の目的を達成す
るために、地域に応じて検討します。

認定こども園とは、短時間の幼稚園のよう
な利用と、長時間の保育所のような利用
ができる施設です。保護者が働いている、
いないにかかわらず預けることができます。

平成27年度から全てが認定こども園になるこ
とはありませんが、地域のニーズに応じて検
討を進めています。

今までと同様に、役場に利用の手続きをして
いただきます。平成27年度入所の手続き
からは新たに町から、保育の必要度に応
じた「認定証」を発行します。
子育ての状況を問わず、幼児教育・保育を受
けることを希望するすべての保護者につい
て、客観的な基準をもとに、保育の必要性の
有無や必要量を認定します。

※「子ども・子育て新制度」に伴い、現在和木町にある
　 幼稚園及び保育所が、必ず認定こども園に移行すると
　 いうことではありません。 



第16回 蜂ヶ峯クロスカントリー大会開催に伴う交通規制のお知らせ

※色付き部分が交通規制区間

P
P

P

蜂ヶ峯団地

蜂ヶ峯総合公園

和木ゴルフ倶楽部和木ゴルフ倶楽部

クラブハウス

バラ園

テニスコート

グ
ラ
ウ
ン
ド

蜂ヶ峯
ゴルフガーデン

　大会開催に伴い蜂ヶ峯総合公園周辺の道路の一部を
下記期間中、交通規制を行いますので、お知らせいた
します。
　周辺の皆さま、公園等をご利用の皆さまには、ご迷
惑をおかけいたしますが、ご協力いただきますようお
願い申し上げます。
■通行規制実施日時
　平成26年１月13日（祝）10時～12時
■通行規制区間
　蜂ヶ峯総合公園管理棟前駐車場付近～蜂ヶ峯ゴルフ
　ガーデン付近　※詳細は、左図参照
問合せ　体育センター（☎52－2811）

＊蜂ヶ峯クロスカントリー大会臨時バス
［和木町役場発］
８：００　　　　　　　　　　　会　場　行
８：３０　　瀬田分館経由　　　会　場　行
９：０５　　瀬田分館経由　　　会　場　行
９：３５　　　　　　　　　　　会　場　行

［和木駅発］
８：００　　和木町役場経由　　会　場　行
８：３０　　和木町役場経由　　会　場　行
９：００　　和木町役場経由　　会　場　行
９：３０　　和木町役場経由　　会　場　行

※会場発につきましては、蜂ヶ峯団地バスロータリー
より、12時から14時30分まで、30分間隔で、運行し
ます。会場にある時刻表でご確認ください。

 ロビーにて販売   17：00〜

クローバークローバー
ふれあい工房ふれあい工房

ぴっぴの手作りクッキー

和木町文化会館ホール

合　唱

独　唱

吹奏楽

いろいろアンサンブル

ピアノ

手話歌

ヴァイオリン

国
道
２
号
線

和木町役場

和木中学校

和木勤労者
体育センター

和木町文化会館

橋
の
ぼ
け
あ

駅
木
和

和木駅より徒歩7分

WAKI・コンサート’13WAKI・コンサート’13WAKI・コンサート’13WAKI・コンサート’13

主催／和木町文化協会　後援／和木町・和木町教育委員会

手 作 り パン

藤川雅登美さん

和
木
町
文
化
祭

　

11
月
10
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
式
典
で
、
藤

川
雅
登
美
さ
ん
（
広
島
市
）
が
文
化
功
労
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
川
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
永
年
に
わ
た

り「
箏
・
三
絃　

桃
の
会
」の
指
導
・
育
成

に
尽
力
さ
れ
、
本
町
の
箏
曲
の
文
化
活
動
を

支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
益
々
、
お

元
気
に
そ
の
道
を
進
ま
れ
、か
つ
本
町
の
文

化
活
動
の
向
上
の
た
め
に
、後
進
の
御
指
導

も
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

式
典
後
に
行
っ
た
芸
能
祭
で
は
、
23
組
約

２
３
０
人
の
文
化
協
会
会
員
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
来
場
者
か
ら
た

く
さ
ん
の
声
援
や
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
の

5
週
間
に
和
木
美
術
館
で
開
催
し
た
展
示
会

は
、
延
べ
1
、1
4
4
人
が
来
館
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
会
員
の
力
作
を
ご
鑑
賞
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
和
木
町
文
化
協
会
）

12/142013
18：00開演（17：00開場）
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　町では、農作業による生産の喜びを多くの皆さんに体験していただき、自然とのふれあいを実感していた
だけるように、ミニ農園の入園者を募集します。

関
ヶ
浜
１
丁
目

場所：関ヶ浜1丁目208－2，3，7
募集区画：5区画
面積：75㎡／区画
入園料【年額】：8,000円（予定）

和
木
１
丁
目

場所：和木1丁目317－1
募集区画：3区画
面積：24㎡／区画
入園料【年額】：4,300円（予定）

和
木
４
丁
目

場所：和木4丁目686
募集区画：1区画
面積：37㎡
入園料【年額】：6,500円（予定）

対 象 者　町内在住の方で今まで入園されていない方
入園期間　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日（最長５年間）
募集期間　１２月２日㈪～１３日㈮
申込方法　住民サービス課にある所定の様式により申し込んでください。
　　　　　なお、申込多数の場合は抽選により入園者を決定します。
問 合 せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）
※入園料については、予定の金額です。

※回収時間は開館日・開館時間になりま
す。詳しくは回収場所にお問い合わせ
ください。

※従来通り金属不燃ごみとしてごみス
テーションでの収集も行います。ただ
し、個人情報保護対策が必要な携帯電
話やパソコン等は収集できません。

　詳しくはチラシをご覧ください。

問合せ　住民サービス課（☎52－2194）

回収場所
和木町役場
和木町文化会館
和木町総合コミュニティセンター

問合せ
☎ 52 － 2 1 9 4（住民サービス課）
☎ 5 3 － 3 1 2 3
☎ 5 2 － 2 1 9 1

関ヶ浜二丁目
集会所

関ヶ浜
下水ポンプ場

せきや商店
消防
車庫

緑ヶ丘住宅

関ヶ浜

ミニ農園ミニ農園
文
和木小学校

農園

ミニ農園

和木町
体育センター
和木町
体育センター

至和木町役場
　　↓
至和木町役場
　　↓

至大和橋至大和橋

山口銀行
和木支店

→ 引込線

山陽本線

和木4丁目

ミニ農園ミニ農園

国道2号線

あけぼの橋
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　社会福祉協議会が設置している「アルミ缶回収ボックス」に、空き缶や弁当ガラなどのごみの不法投
棄が後を絶ちません。アルミ缶回収ボックスにはアルミ缶以外のごみを捨てないよう、お願いいたします。
　なお、不法投棄を見掛けたら、警察または役場に通報してください。
　今後も、きれいなまちづくりにご協力をお願いいたします。

まちの環境美化にご協力を！

※不法投棄者に対しては、岩国警察署等と協力して対応いたします。また、通報者に
　関する情報につきましては、秘密を厳守いたします。

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、環境に関する様々な事業を展開しており、ごみ減量化や家庭

でできる身近な地球温暖化対策の一環として、緑のカーテンの普及・啓発にも努めているところです。

　そこで本会議では、町民のごみ減量化やリサイクルに関する意識を高めること、環境美化推進への啓発

を図るため、ポスター及び標語を募集します。

◆募集内容　　ごみ減量化、リサイクル、環境美化、地球温暖化対策に関するポスター、標語

　　　　ポスター（４つ切りサイズ）

　　　　標語（４００字詰め原稿用紙またはＡ４用紙）

◆応募資格　　町内に在住している人

　　　　ポスター 小・中学生を対象

　　　　標語  高校生以上の人を対象

◆応募上の注意点

　応募点数に限りはありません。未発表のオリジナル作品に限ります。

　作品に住所、学年（児童、生徒、学生の場合）、氏名を明記してください。

◆締め切り　　平成２６年１月１７日（金）

◆応 募 先　　和木町役場住民サービス課内　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局

◆　 賞 　　　最優秀賞　ポスター、標語各１点

　　　　　　　優秀賞　　ポスター、標語各１点

　　　　　　　入選　　　ポスター、標語各３点以内

◆表　　彰　　最優秀賞　賞状及び記念品贈呈（図書カード５千円分）

　　　　　　　優秀賞　　賞状及び記念品贈呈（図書カード３千円分）

　　　　　　　入選　　　賞状及び記念品贈呈（図書カード１千円分）

◆そ の 他

　最優秀作品（ポスター）は「和木町家庭ごみ収集カレンダー」の表紙に活用させていただきます。その際、

氏名、学年などを表示することがありますので、ご了承ください。

　入選作品の著作権は主催者に帰属し、応募作品の返却はいたしません。

◆問 合 せ　　住民サービス課　☎５２－２１９４

ごみ減量化、環境美化啓発ポスター・標語を募集ごみ減量化、環境美化啓発ポスター・標語を募集
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と　

も

さ
や

む
く
ろ

だ
ん
ま

い
ち
ひす

す
き

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
で
は
�
手

づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
�

※
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
は
�
障
害

を
持
�
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
�
障
害
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
�

日
　
時
▼
12
月
11
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
�

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ
ン

ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の
方
（
写
真
に

写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
）
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（

☎
52
ー
2
1
3
6
）

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

地
に
か
へ
る
落
葉
か
さ
こ
そ
鳴
る
夕
べ

　
　
あ
や
し
き
者
か
息
つ
め
て
聞
く

黄
の
色
に
オ
ク
ラ
の
大
き
な
花
咲
き
て

　
　
実
の
莢
ど
れ
も
上
向
き
に
つ
く

立
ち
停
ま
り
靴
紐
な
お
す
目
の
前
に

　
　
い
ち
ょ
う
葉
広
ご
る
吉
香
公
園

左
手
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
孫
ひ
と
り

　
　
部
活
に
励
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隅

秋
の
夜
に
亡
友
の
歌
集
に
ひ
か
れ
つ
つ

　
　
涙
わ
き
く
る
虫
の
音
し
げ
き

夕
風
や
稲
穂
か
ぶ
り
て
畦
仏

山
茶
花
や
雨
に
く
ぐ
も
る
寺
の
鐘

鴨
来
た
る
待
ち
し
川
面
に
群
れ
泳
ぐ

黙
り
の
夫
と
の
一
日
石
蕗
の
花

文
化
の
日
茶
花
お
軸
と
福
茶
か
な

夕
列
車
線
路
伝
ひ
の
芒
波

越
智
　
幸
子

小
川
　
誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡
　
菊
江

山
重
　
杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

相
談
事
例
の
電
話
は
、
国
勢
調
査

が
現
在
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

県
に
国
勢
調
査
統
括
課
と
い
う
課
も

な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
を
か
た
っ
て

個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
い

わ
ゆ
る
「
か
た
り
調
査
」
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
調
査
を
か
た

る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
答
え
ず
、
ま
ず
は
調
査

に
つ
い
て
企
画
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
一
、
不
審
な
電
話
に
個

人
情
報
を
答
え
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
聞
き
出
し
た
情
報
を
基
に
、
後

日
別
の
業
者
な
ど
か
ら
勧
誘
電
話
や

投
資
な
ど
の
詐
欺
話
を
持
ち
か
け
ら

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
勧
誘
電
話
等
の
不

審
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
、

左
記
問
合
せ
先
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　

昨
日
、
県
の
国
勢
調
査
統
括
課
の

職
員
を
名
乗
る
男
性
か
ら
電
話
が
か

か
り
、
「
国
勢
調
査
を
し
て
い
る
の

で
、
年
齢
、
家
族
構
成
、
年
金
の
額
、

預
貯
金
の
額
な
ど
に
つ
い
て
答
え
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、答
え
て
し
ま
っ

た
が
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。  

【
処
理
】

　
「
か
た
り
調
査
」
に
つ
い
て
説
明

し
、
今
後
の
注
意
点
な
ど
を
助
言

し
た
。

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 101

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
暮
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

藤
本　

亮
恵（
☎
53
ー
2
6
7
5
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

（
11
月
句
会
）

正
中
ツ
ヤ
子

広
宇
次
信
子

灰
岡
　
裕
美

向
田
登
美
子

森
本
　
初
子

咲
き
終
え
し
む
く
げ
の
白
き
花
骸

　
　
夕
べ
の
風
に
庭
も
を
ま
ろ
ぶ
　
　
　

藤
上
　
紀
子

国勢調査等をかたる
不審な電話に注意！
国勢調査等をかたる
不審な電話に注意！

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は12月25日㈬です。

問合せ ▼税務課（

3 期分
　12月分
6 期分
6 期分
6 期分

固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・
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11
月
26
日
に
、「
平
成
25
年
第
6
回
和
木

町
議
会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

議
案
第
47
号

和
木
小
学
校
外
構
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の
規

定
に
よ
り
議
会
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

第
5
回
和
木
町
議
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案

第
40
号
か
ら
議
案
第
46
号
ま
で
の
要
旨

議
案
第
40
号

和
木
町
一
般
職
の
職
員
等
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

一
般
職
、
特
別
職
の
給
与
を
10
月
1
日
か

ら
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
限
り
、

減
額
し
て
支
給
す
る
も
の
。減
額
す
る
率
は
、

一
般
職
は
職
務
に
よ
り
2
・
77
％
か
ら
５
・

77
％
の
範
囲
で
平
均
４
・
13
％
の
減
額
、
特

別
職
は
10
％
の
減
額
。

議
案
第
41
号

平
成
25
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
1
億

5
2
5
0
万
1
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
39

億
7
1
8
8
万
8
千
円
と
す
る

（
主
な
歳
入
）

・
繰
越
金
1
億
3
3
8
9
万
1
千
円
の
増
額

（
平
成
24
年
度
決
算
の
確
定
）

・
地
方
交
付
税
7
2
4
0
万
8
千
円
の
増
額

（
普
通
交
付
税
の
確
定
）

（
主
な
歳
出
）

・
総
務
費
2
億
2
5
5
3
万
2
千
円
の
増
額

（
財
政
調
整
基
金
積
立
金
等
）

・
教
育
費
4
6
9
6
万
4
千
円
の
減
額

（
幼
稚
園
整
備
事
業
の
実
施
設
計
の
延
期
）

議
案
第
42
号

平
成
25
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
1
5
3
0
万
8
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
7
億
2
6
8
7
万
9
千
円
と

す
る

（
主
な
歳
入
）

・
一
般
会
計
繰
入
金
1
4
8
6
万
5
千
円
の

減
額

・
繰
越
金
3
0
2
8
万
4
千
円
の
増
額
（
平

成
24
年
度
決
算
の
確
定
）

（
主
な
歳
出
）

・
諸
支
出
6
1
1
万
4
千
円
の
増
額
（
前
年

度
の
一
般
分
療
養
給
付
費
等
負
担
金
お
よ

び
退
職
分
療
養
給
付
費
交
付
金
の
確
定
に

伴
う
償
還
金
）

・
基
金
積
立
金
6
2
4
万
3
千
円
を
増
額

（
今
補
正
予
算
の
歳
入
歳
出
の
調
整
）

議
案
第
43
号

平
成
25
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

平
成
24
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
調
整
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な
い
。

（
歳
入
）
繰
越
金
3
7
7
万
6
千
円
を
増
額

し
、
同
額
の
繰
入
金
を
減
額

議
案
第
44
号

平
成
25
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

平
成
24
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
調
整
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な
い
。

（
歳
入
）
繰
越
金
7
4
3
万
円
を
増
額
し
、

同
額
の
繰
入
金
を
減
額

議
案
第
45
号

平
成
25
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
1
7
7
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
4
億
9
9
3
0
万
7
千
円
と
す
る

（
主
な
歳
入
）
繰
越
金
８
１
０
万
３
千
円
の

増
額
（
平
成
24
年
度
決
算
の
確
定
）

（
主
な
歳
出
）
諸
支
出
金
2
0
8
万
4
千
円

を
増
額
（
平
成
24
年
度
事
業
の
超
過
交
付

金
の
返
還
）

議
案
第
46
号

平
成
25
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

平
成
24
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
調
整
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な
い
。

（
歳
入
）
繰
越
金
25
万
1
千
円
を
増
額
し
、

同
額
の
繰
入
金
を
減
額

　

和
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
11
月
19
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」
の
表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、広
報
紙
「
な
が
れ
」
や
「
や

ま
も
も
」
の
発
行
を
中
心
と
し
た
広
報
活

動
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ
や
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
と
健
全
育
成
を
願
い
見
回
り
を
行
な

う
「
お
や
じ
の
会
」
の
取
り
組
み
。
教
育

環
境
の
整
備
の
た
め
に
地
道
に
取
り
組
ん

で
い
る
ベ
ル
マ
ー
ク
の
回
収
運
動
。

　

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の
「
あ

ん
ぜ
ん
マ
ッ
プ
」
は
、
児
童
と
共
に
作
製

し
、
親
子
の
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
諸
先
輩
方

の
御
尽
力
を
受
け
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
学
校
や
地
域
住

民
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
深
め
つ

つ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
受
賞
を
糧
に
、
さ
ら
に
発

展
、
躍
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

石
角
仁
士

第6回

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰石角PTA会長と重岡和木小学校長
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ま
ち
の
話
題

暮
ら
し
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

松 並 末 乃さん
（瀬田２地区）

　 湯 淺 正 行さん
（つつじヶ丘・蜂ヶ峯）

有 馬 將 雄さん
（上組）

三 上 房 子さん
（関ヶ浜１・２）

𠮷 國 昌 子さん
（緑ヶ丘）

　 岡 田 千 鶴さん
（大谷・瀬田１）

森田眞須美さん
（前組・背戸場）

村 上 哲 生さん
（加賀開）

正 木 孝 行さん
（上灰場）

三 村 芳 民さん
（中灰場）

　 山 本 正 子さん
（中組）

正 中 佳 代さん
（曙）

西 村 澄 子さん
（下組・中開）

岡﨑ひろみさん
（沖灰場）

空  靜 子さん
（新地）

　 得 能 尚 子さん
（全区）

吉 岡 勝 德さん
（全区）

主
任
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員

　

12
月
1
日
付
で
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
再
任
13
人

と
新
任
4
人
が
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
山
口

県
知
事
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
た
。
任
期
は
平

成
28
年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
。

●
退
任
さ
れ
た
方

　

11
月
30
日
を
も
っ
て
次
の
5
人
の
方
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

相
川
逸
雄
さ
ん
（
大
谷
・
瀬
田
1
）

佐
藤
繁
代
さ
ん
（
つ
つ
じ
ヶ
丘
・
蜂
ヶ
峯
）

佐
々
木
千
秋
さ
ん
（
中
組
）

三
谷
ミ
ネ
ヨ
さ
ん
（
山
の
手
・
三
井
社
宅
）

末
岡
和
子
さ
ん
（
主
任
児
童
委
員
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
▼「
住
み
慣
れ
た

地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
う
。

性
格
▼
社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
く
民
間
の

奉
仕
者
、
給
与
は
支
給
し
な
い

職
務
▼
住
民
の
生
活
状
態
の
適
切
な
把
握

身
分
▼
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

県
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
活
動

【
民
生
委
員
】

●
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
活
に

関
す
る
相
談
及
び
助
言

●
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

の
提
供

●
社
会
福
祉
事
業
者
等
の
事
業
ま
た
は
活
動

に
対
す
る
支
援

●
社
会
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
行
政
機
関
の

業
務
に
対
す
る
協
力

●
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
住
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
の
活
動

【
児
童
委
員
】

●
児
童
及
び
妊
産
婦
の
生
活
環
境
の
把
握

●
児
童
及
び
妊
産
婦
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供

●
児
童
福
祉
司
又
は
福
祉
事
務
所
の
社
会
福

祉
主
事
の
行
う
職
務
に
対
す
る
協
力

●
児
童
の
健
や
か
な
育
成
に
関
す
る
気
運
の

醸
成

●
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
方
（
担
当
地
区
）

○新

○新 ○新

○新
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増井敬治さん藤原ツル子さん

ま
ち
の
話
題

竹
林
整
備
体
験
学
習

　

和
木
中
学
校
一
年
生
78
人
が
、「
次
代
の

担
い
手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と

の
森
林
や
自
然
の
大
切
さ
と
そ
れ
を
支
え
る

林
業
や
地
域
の
林
家
に
つ
い
て
、
森
林
学
習

を
通
し
て
、
学
習
し
理
解
を
深
め
る
」
目
的

で
、
竹
炭
の
炭
材
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　

林
業
研
究
会
の
指
導
で
、
山
に
入
り
、
竹

を
伐
採
し
運
び
出
し
、
枝
を
払
い
、
そ
し
て

54
㎝
の
長
さ
に
の
こ
ぎ
り
で
切
り
揃
え
、
さ

ら
に
５
等
分
に
割
り
、
節
を
取
る
と
い
う
地

道
な
作
業
を
繰
り
返
し
、
教
室
内
で
は
体
験

で
き
な
い
学
習
を
し
、
目
的
を
達
成
し
た
。

ま
ち
の
話
題

小
瀬
川
ウ
ォ
ー
ク

ま
ち
の
話
題

和
木
町
人
権
の
つ
ど
い

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
体
組
成
計
で
の
筋

肉
量
の
測
定
、
小
瀬
川
環
境
護
岸
通
路
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
29
人
が
参
加
し
た
。

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
護
岸
通

路
を
下
流
に
向
か
い
、
栄
橋
、
大
竹
市
側
の

護
岸
道
路
、
中
市
堰
歩
道
橋
を
経
由
し
て
保

健
セ
ン
タ
ー
に
帰
る
約
3
・
5
㎞
の
距
離
を

約
1
時
間
か
け
て
歩
い
た
。

　

筋
肉
量
測
定
で
は
、
肉
体
年
齢
が
実
年
齢

よ
り
若
く
安
心
し
た
り
、
実
年
齢
以
上
で
危

機
感
を
感
じ
る
な
ど
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

に
一
役
買
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に
」
と
題

す
る
乙
武
洋
匡
氏
の
講
演
会
を
行
っ
た
。

　

乙
武
氏
は
、
家
庭
や
教
員
時
代
の
子
ど
も

の
話
を
楽
し
く
熱
く
語
り
、
聴
衆
を
笑
わ
せ

た
り
勇
気
づ
け
た
り
、
忘
れ
か
け
て
い
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　

講
演
後
、「
握
手
し
て
も
ら
え
ま
す
か
」

と
尋
ね
た
中
学
生
に
は
、
気
さ
く
に
「
い
い

よ
」
と
応
じ
て
く
れ
た
。
肘
よ
り
短
い
腕
し

か
無
い
乙
武
氏
に
握
手
を
求
め
る
の
は
不
謹

慎
か
と
心
配
し
て
い
た
中
学
生
は
大
喜
び

し
、
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
上
が
り
、
乙
武
氏
も

「
変
に
気
を
使
わ
れ
る
よ
り
嬉
し
い
」
と
障

害
を
持
つ
身
と
し
て
話
し
て
く
れ
た
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

次
の
方
々
が
、満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

町
が
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

11
月
1
日　

増
井
敬
治
さ
ん

11
月
22
日　

藤
原
ツ
ル
子
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
は
町
内
に
出
向
き
、
積
極
的
に

取
材
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
町
民
の
皆
さ

ん
の
活
躍
を
報
道
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
画
総
務
課
広
報
係
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11
月
12
日
、
文
化
会
館
で
第
24
回
和
木
町

「
教
師
の
日
」
記
念
式
典
を
小
・
中
学
生
、

教
職
員
、
保
護
者
や
教
育
関
係
者
な
ど
約

5
0
0
人
が
参
加
し
開
催
し
た
。

　
「
教
師
の
日
」
に
は
、
和
木
町
の
教
育
理

念
で
あ
る
「
尊
師
親
愛
生
」
の
精
神
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
尊
師
親
愛
生
」の
基
盤
は
、

「
師
」「
子
」「
親
」
相
互
の
信
頼
関
係
で
す
。

そ
の
信
頼
関
係
と
い
う
絆
を
深
め
る
こ
と

で
、
教
育
は
そ
の
輝
き
を
増
し
ま
す
。

　

成
長
し
た
子
ど
も
の
姿
を
と
お
し
、
相
互

に
信
頼
が
深
ま
る
と
考
え
、2
年
前
か
ら「
教

師
の
日
」
に
子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
学
習
の

成
果
を
発
表
し
、
そ
の
成
長
を
実
感
で
き
る

「
緑
の
風
発
表
会
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
「
緑
の
風
発
表
会
」
で
は
、
最
初

に
和
木
町
教
育
使
節
団
と
し
て
夏
休
み
に
恵

庭
市
を
訪
問
し
た
和
木
小
中
の
児
童
生
徒
4

人
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
恵
庭
市
と
の

交
流
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
次
に
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
た
和
木

中
学
校
3
年
生
15
人
を
代
表
し
て
、
8
人
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
の
様
子
や
生
活
の

様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
和
木

中
学
校
3
年
生
の
樋
口
華
奈
美
さ
ん
が
昨
年

に
引
き
続
い
て
2
回
目
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
を

披
露
し
た
。

　

続
い
て
、
和
木
幼
稚
園
年
長
児
が
歌
の
発

表
を
し
、
和
木
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
合
奏

が
あ
っ
た
。
和
木
中
学
校
か
ら
、
今
年
度
和

木
中
文
化
祭
の
合
唱
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
3
年
2
組
が
そ
の
歌
声
を
披
露
し
た
。

　

今
年
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
和
木
幼
小
中
の
教
職
員
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
」
の
合
唱
も
あ
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、参
加
者
全
員
で
、

「
ビ
リ
ー
ブ
」の
合
唱
を
行
い
、和
や
か
な
中
、

発
表
会
を
終
え
た
。

幼稚園

中学生

「
緑
の
風
発
表
会
」
に
先
立
ち
、
和
木
町
教

育
委
員
会
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
教
育
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
、
教
育
委
員

会
、
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
（
敬
称
略
）

和
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
代
表　

石
角
仁
士
）

・「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
な
育
成
、
発
展
に
対
し

て
の
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

中
元
啓
二
（
和
木
小
学
校
教
諭
）

・
平
成
24
年
度
「
山
口
県
優
秀
教
員
表
彰
」
を

受
賞
。
多
年
に
わ
た
り
理
科
の
学
習
指
導
に

つ
い
て
研
究
を
継
続
し
、
理
科
教
育
の
深

化
・
充
実
に
尽
力
し
て
き
た
。

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
（
15
人
）

・
第
6
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
ベ
ス
ト
16
）

・
第
15
回
西
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
ベ
ス
ト
16
）

山
根
大
輝
（
和
木
小
学
校
６
年
）

・
第
33
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳
競
技
大
会

6
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ
の
部
第
1
位

村
中
瑠
莉
（
和
木
小
学
校
５
年
｛
４
年
時
｝）

・
第
66
回
山
口
県
科
学
作
品
展
入
選
「
小
瀬
川

大
研
究
パ
ー
ト
4
（
ホ
ソ
ウ
ミ
ニ
ナ
調
査

2
）」（
3
位
相
当
）

八
田
夏
樹
（
和
木
小
学
校
３
年
）

・
第
9
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
〜
中

四
国
交
流
推
進
大
会

　

小
学
3
年
生
男
子
の
部　

準
優
勝

川
野
稜
弥
（
和
木
中
学
校
２
年
）

藤
本
美
優
（
和
木
中
学
校
２
年
）

・
第
56
回
西
日
本
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、「
優
秀
賞
」（
2
位
相
当
）

西
村
来
美
（
和
木
中
学
校
３
年
）

・「
サ
イ
エ
ン
ス
や
ま
ぐ
ち
2
0
1
2
山
口
県

科
学
研
究
発
表
大
会
」
に
お
い
て
、
「
入

選
」（
3
位
相
当
）

岡
田
郁
輝
（
和
木
中
学
校
１
年
）

・
第
9
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
〜
中

四
国
交
流
推
進
大
会

　

中
学
1
・
2
年
生
男
子
の
部　

優
勝

八
田
一
樹
（
和
木
中
学
校
１
年
）

・
第
9
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
〜
中

四
国
交
流
推
進
大
会

　

中
学
1
・
2
年
生
男
子
の
部　

準
優
勝

宮
本
滉
平
（
和
木
中
学
校
１
年
）

・
第
9
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
〜
中

四
国
交
流
推
進
大
会

　

中
学
1
・
2
年
生
男
子
の
部　

第
3
位

野
田
大
地
（
和
木
中
学
校
２
年
）

平
野
雅
大
（
和
木
中
学
校
２
年
）

・
10
月
18
日
21
時
ご
ろ
、
町
内
の
県
道
で
女
子

大
生
が
痴
漢
被
害
を
受
け
る
現
場
を
目
撃

し
、
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
駆
け
込
み
、
店
員

に
１
１
０
番
通
報
を
依
頼
。
犯
人
の
迅
速
な

逮
捕
に
つ
な
が
っ
た
。

本
田
明
梨
（
岩
国
高
校
１
年
｛
和
木
中
卒
｝）

宮
地
佳
那
（
岩
国
高
校
１
年
｛
和
木
中
卒
｝）

・
平
成
24
年
度
薬
物
乱
用
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
「
優
秀
」
（
2
位
相
当
）

教
育
長
表
彰
（
敬
称
略
）

重
松
乃
々
香
（
和
木
小
学
校
３
年
）

・
平
成
25
年
度
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
の
日
絵
画
展

「
優
秀
賞
」（
3
位
相
当
）

村
上
菜
那
（
和
木
中
学
校
３
年
）

・「
た
の
し
い
子
育
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
三
行

詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、「
優
良
」（
3

位
相
当
）

表彰者

ま
ち
の
話
題

第
24
回
和
木
町「
教
師
の
日
」開
催
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ま
ち
の
話
題

中
学
校
文
化
祭

　

11
月
2
日
、
和
木
中
学
校
（
弓
立
洋
二
校

長
）で
和
木
中
学
校
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　

文
化
祭
は
、
生
徒
会
作
成
の
ビ
デ
オ
上
映

で
は
じ
ま
り
、
英
語
暗
唱
発
表
、
保
健
体
育

委
員
発
表
の
あ
と
、
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

　

ど
の
ク
ラ
ス
も
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
会
場

を
魅
了
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
3
年

2
組
は
、
岩
国
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第

60
回
岩
国
市
・
和
木
町
中
学
校
合
唱
祭
」
に

も
出
場
し
堂
々
と
歌
い
上
げ
た
。

　

自
主
企
画
に
よ
る
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー

ン
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
披

露
さ
れ
会
場
を
沸
か
せ
た
。

ま
ち
の
話
題

小
学
校
で
発
表
会

　

11
月
16
日
、
和
木
小
学
校
（
重
岡
良
典
校

長
）
で
「
豊
か
な
心
を
育
む
学
習
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
人
が
、
児

童
た
ち
の
応
援
や
発
表
の
見
学
に
訪
れ
た
。

　

発
表
会
は
、
学
年
ご
と
の
合
唱
、
合
奏
、

音
楽
劇
と
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ

た
。
児
童
は
各
学
年
ら
し
さ
を
発
揮
し
、
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
特
に
6
年
生
の

合
奏
は
ア
ン
コ
ー
ル
が
起
こ
る
ほ
ど
の
出
来

栄
え
で
、観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

小
学
校
生
活
最
後
の
発
表
会
で
素
晴
ら
し
い

心
に
残
る
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
だ
。

ま
ち
の
話
題

年
長
組
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

　

和
木
幼
稚
園
の
年
長
組
64
人
が
、
音
楽
や

劇
を
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
家
族
の
前
で

力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
発
表
し
た
。

　

全
員
に
よ
る
ピ
ア
ニ
カ
演
奏
、
合
唱
や
合

奏
を
は
じ
め
、「
う
め
」「
も
も
」「
き
く
」

の
各
組
が
工
夫
し
た
劇
を
披
露
し
た
。

　

劇
の
中
で
は
、「
今
で
し
ょ
」や「
じ
ぇ
じ
ぇ

じ
ぇ
」
の
流
行
の
台
詞
も
あ
り
、
大
き
な
笑

い
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

担
任
の
お
わ
り
の
挨
拶
で
は
、「
子
ど
も

達
が
協
力
し
助
け
合
っ
て
、
ひ
と
つ
の
事
を

や
り
遂
げ
て
く
れ
、
三
年
間
の
成
長
ぶ
り
を

思
う
と
大
変
う
れ
し
く
て
感
激
し
た
」
と
、

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
感
想
を
話
し
た
。

せ
り
ふ
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165
168

215

3 5
20

69
85

159
172

199
197

219
210

169
165

225
212

200
186

132
152

141
184
194

男　3,256人
（＋6）

女　3,295人
（＋12）

平成25年11月1日現在
総人口　6,551人

世帯数　2,792世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（＋18）

（＋4）

100 200100200 00

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
中

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
中

　

今
年
も
役
場
中
庭
の
「
や
ま
も
も

の
木
」
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。（
表
紙
の
写
真
）
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間
▼

　

12
月
1
日
㈰
〜
１
月
10
日
㈮

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
午
後
11
時

●
和
木
町
役
場

　

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈰

●
文
化
会
館

　

12
月
25
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈯

※

教
育
委
員
会
事
務
局
は

　

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈰

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
）

　

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈰

●
図
書
館

　

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
６
日
㈪

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　

12
月
27
日
㈮
〜
１
月
６
日
㈪

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈰

●
総
合
福
祉
会
館

　

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈰

●
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　

12
月
29
日
㈰
〜
１
月
１
日
㈬

年
末
年
始
の
休
み

勤務内容　児童の遊びや学習習慣等の指導
採用年月日　平成２６年４月１日
採用期間　平成２６年４月１日～
　　　　　　　　　　　　平成２７年３月３１日
賃　　金　１２０,０００円／月
賞　　与　２.８ヶ月
保　　険　社会保険・雇用保険・厚生年金を適用
募集人数　若干名
資　　格　保育士及び幼稚園教諭又は教員免許の
　　　　　資格を有する健康な人。
勤務時間　４時間から８時間程度
　　　　　※時期により勤務時間は異なります。
応募方法　随時、履歴書（市販用紙、写真添付）・
　　　　　資格証明書の写しを住民サービス課に
　　　　　提出。
問 合 せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　岩国錦帯橋空港開港１周年を記念して、式典
およびイベントを行います。
日　時　12月14日（土）10時～
会　場　空港ターミナルビルロビー
式　典　
　・関係者挨拶・祝辞　・くす玉開披
　・１歳児手形記念オブジェ除幕
記念イベント　（和木町参加者分）
○公民館講座「キッズビクス」によるダンス
パフォーマンス　　13：45～　
○森脇親子と中村桂子のヴァイオリン＆キー
ボード演奏　　　　14：00～

開港１周年記念式典


	hyoshi
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	kodomo1
	kodomo2
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	ura

